
第 2 回幹事会議事録 
 
日時：2013 年 11 月 28 日（木） 
場所：JX ホールディングス六本木クラブ 
出席者（敬称略）：町田、永田、小谷、長谷川、香坂、真壁、松村、安田、品田、荒木、攝津、 

神島、青木、腰高、志田、松尾（16 名） 
 
【報告事項】 

1. 現役報告 
・夏の楽籠大会以降の現役活動報告、秋季リーグ戦（現在 10 チーム）は残念ながら 4 戦全敗 
・現役人数少ないながら、夏合宿実施など含め若手 OB 達の協力が貢献大 

2. ANW 
・今年度の活動状況につき、報告があった 
・今年中の中国大会開催が持ち越しとなったが、近々開催の九州を残し 4 地区で開催済み 
・4 地区での参加者 96 人で、計 100 人を超えることがほぼ確実になった 

3. SO 
・ここ最近の活動報告があった 

4. 年会費納入状況 
・資料に基づき、現時点での引落し・納入状況の報告をおこなった 
・単純収納率（物故者を除く）79.5％ [前年度 77.2％] 
・実質収納率（海外移住、脱退希望等を除く）83.9％ [前年度 80.6％] 

5. その他、代議員幹事会より HP の件 
・11/12 代議員幹事会にて、現在の楽籠ホームページをグレードアップさせる起案があり、 

44 期・川島、45 期・志田、47 期・木戸が、機能、費用、管理人の手間等につき検討を開始した 
旨の報告があった 

6. 川先生誕 100 周年関連 
・町田会長より、冊子「我生徒と共にあり」発刊・印刷と、11 月「鍵屋」イベントについて報告 
・8 期・松村さんから、OB 有志による寄付の状況と、全 OB・現役に配布したい意思表明があった 
・意見交換の後、全員ではなく読みたい希望者にだけ渡せば良いとの結論。ただし、本冊子の存在 
について機を見て広報、宣伝をし、周知を進めることを確認した 

・また、寄付状況から OB 会予算の拠出は不要であるが、寄付の門戸も引き続き開き、広報する 
・（余談；過去の冊子等を HP 上に掲載し、読める環境を作る検討も視野に入れることにした） 

 
【審議事項】 

1. 2014 年 3 月 15 日 総会関連 
・別紙資料に基づき、来春 3 月 15 日の総会における諸々について、意見交換をした 
・会場の変更と、その概要（店舗パンフ配布）の説明があった 
・年次総会としてのステイタスは保ちつつ、参加者増の試みを具体化していく方向を確認した 



・当日参加会費については、一部を OB 会予算から拠出し、個人からの回収を 3,000 円程度にする 
方向を確認、地方からの参加者（例えば首都圏以外から）の軽減措置も具体案を検討することに 
なった 

・総会関連でその他として、OB 会名簿に記載のある会則・規定のうち、「総会」に関して決議規定 
（有効決議の定足数などの規定）を盛り込むこと、一部誤植を訂正すること、の起案があり具体 
的に対応することになった 

 
以 上 


